平成２１年福井市消費者物価指数の動向
１  概況

　　平成１７年を１００とした平成２１年の総合指数は１００．５となり、対前年比１.０％の下落と、２年ぶりの下落となった。

　　また、生鮮食品を除く総合指数は１００．６となり、対前年比０.９％の下落と、
　２年ぶりの下落となった。
（１）近年の福井市消費者物価指数の推移（対前年比）
　　　・平成１９年 ･･･原油価格の高騰による石油製品の値上がりなどがあった

　　　　　　　　　　　ものの薄型テレビなどの教養娯楽用耐久財、白物家電な

　　　　　　　　　　　どの家庭用耐久財、室内装備品などの値下がりにより

　　　　　　　　　　　０．２％の下落
・平成２０年 ･･･デジタルカメラや薄型テレビなどの教養娯楽耐久財が値下がりしたものの、原油価格の高騰による石油製品や食料品の値上がりにより１．４％の上昇
・平成２１年 ･･･教科書代や授業料、台所用洗剤等の家事用消耗品の値上げもあったが、灯油やガソリン、ガス代や電気代、デジタルカメラ等の教養娯楽用耐久財の値下げにより１.０％の下落
（図１、表１）
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図１ 福井市消費者物価指数の推移
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